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《単位互換提供科目詳細》 （案）1 

 

＊科目 No． 2510 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 安田女子大学 
科目開講 

キャンパス

安田女子大学・共用サ

テライトキャンパス 

2．科 目 名 

正式科目名 
現代のビジネス A 

 

グローバル人材育成 

クラス名  

副題 
配当年次  

受入学年  

旧科目名  

学問分野 番号  ２４ 名称 商学・経営 

サテライトで開講される科目の科目群 
○Ａ群    Ｂ群 
（「サテライト科目について サテライト科目

の特徴」を参照） 

3．担当教員名 

戸井佳奈子・垰本一雄・山下明博・野村康則・Joy Jarman Waslsh（安田女子

大学）、Steven L.Rosen(県立広島大学)、大東和武司、米田邦彦（広島修道大

学）、高橋弘紀（JETRO 広島）、久行康夫（久行法律事務所）、高木光（白鳳堂）、

小松節子（㈱メンテックワールド）、原田耕太郎（チューリップ㈱） 

4．単 位 数 ２単位 5．開講学期 後期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2014 年 9 月 27 日（土）～2014 年 12 月 20 日（土） 

土曜日 9/27、10/18 は、10 時 40 分～16 時 10 分 

  10/25、11/15、12/6、12/13、12/20 は 13 時 00 分～16 時 10 分 

試験期間 12/20 14 時 40 分～16 時 10 分 

  個別開講日 
  ＊サテライト科目は 

必須 

1 回目 9/27 2 回目 9/27 3 回目 9/27  4 回目 10/18 5 回目 10/18  6回目10 /18

7 回目 10/25 8 回目 10/25  9 回目 11/15 10回目11/15 11 回目 12/6 12 回目 12 /6

13回目12/13 14 回 12 /13 15回目12/20 16回目12/20     /     /   

7.基礎知識の有無 
○1 .「基礎知識を必要とする科目」 （英語の基礎知識：TOEIC500 点レベル）

2.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

  50 人  

（50 人：本学学生、単

位互換履修生、一般社

会人受講生を含んだ人

数） 

9.定員超過時の

選考方法 
小論文等で選考する 
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10．科目内容・ 

  授業計画 

１．ビジネスのグローバル化の現状（１） 

２．ビジネスのグローバル化の現状（２） 

３．異文化理解（１）アメリカの文化・商習慣 

４．異文化理解（２）アジアの文化・商習慣 

５．マーケティングの基礎（１） 

６．マーケティングの基礎（２） 

７．マーケティングの実践（１） 

８．マーケティングの実践（２） 

９．マーケティングの実践（３） 

10．アメリカ・アジアの法律 

11．アメリカ・アジアの人事制度 

12．貿易実務 

13．ビジネスプランの企画（１） 

14．ビジネスプランの企画（２） 

15．プレゼンテーション 

16．まとめ、試験 

11．試験・評価方法 最終試験 60％、レポート・プレゼンテーション 20％、受講態度 20％ 

12．別途負担費用 
会場(広島県民文化センター（鯉城会館）)までの交通費。教科書はありません。

講義の中でプリントを適宜配布します。 

13．その他特記事項 

男子受入可。この科目は広島県民文化センター（鯉城会館）共用サテライトキ

ャンパスで開講します。なお、9/27 日の講義は、安田女子大学で行います。

学生へのメッセージ：グローバルなビジネスに興味のある者の受講を希望しま

す。受講資格は、語学力について、TOEIC のスコアが 500 点程度以上、または

それに相当する語学力を有している者（例えば、英検 2級以上）とします（な

お、TOEIC スコアが 400 点～500 点の場合には、事前の英語勉強会に参加すれ

ば、受講資格が得られます）。出願の際は、単位互換履修生出願票の志望理由

欄に TOEIC のスコア（点数）、英検の取得級を必ず記入してください。（TOEIC

や英検をお持ちでない方は、グローバル人材教育プログラム事務局 電話

082-878-9905 までご連絡ください。） 

また、本講義を受講した学生のうち、希望すれば１週間の海外研修（アメリカ）

に参加できます（ただし費用が別途必要です）。希望者が多い場合には、小論

文等により選考を行います。 

詳しくは、 

http://global.world.coocan.jp 

をご覧ください。 

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ ○可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ ○可 否 

 


